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二十世紀を代表するスペインの女流作家カルメン・マルティン＝ガイテのロングセラー小説です。生き

生きと描かれた魅力的な登場人物、機知に富んだ文章、味のある表現を楽しみながら、長い小説を読み

とおします。 

2 冊目以降も、6 カ月で 1 冊を基本に、書き方もテーマもさまざまな小説に取り組んでいきます。毎回質

問を受けつけますので、疑問を残さずしっかりと読み進め、読解力をのばしていきましょう。 

新聞や雑誌の説明的な文章ではなく、スペイン語の文学的な文章をずっと読み続けたい方にぴったりで

す。 

 

10 歳のサラは、想像力豊かな女の子。いつもお母さんの監視下にありますが、マンハッタンを 1 人で歩

いてみたくてしかたありません。ある日、とうとうそのチャンスがめぐってきました。そして、ミス・

ルナティックという、一見浮浪者のようだけれども、英知にあふれる女性と出会ったサラの冒険は、思

いもかけない方向に……。 

（翻訳課題は、精読範囲より毎回２ページ程度。ほかに内容にかかわる質問を課します。全６回） 


